フランス　ノ　ミュルーズ　ニ　オケル　センショク　ト　ニッポン　ノ　エイキョウ　ニ　ツイテ by 広瀬, 緑
Osaka University
Titleフランスのミュルーズにおける染色と日本の影響について
Author(s)広瀬, 緑
Citationデザイン理論. 33 P.92-P.93
Issue Date1994-11-12
Text Versionpublisher
URL http://hdl.handle.net/11094/53301
DOI
Rights
例会発表要旨 第140回1994.7.9 『デザイン理論』33/1994
フ ラ ン ス の ミュ ル ー ズ に お け る染 色 と 日本 の 影 響 に つ い て
広瀬 緑/京都工芸繊維大学大学院博士後期課程学生
1.ミ ュルーズ捺染の起源 と歴史
フランスとドイツの国境に位置するアルザ
ス地方にはミュルーズ という都市がある。 こ
こは,か って捺染業の産地 として大いに栄 え
た所である。 ミュルーズが捺染の都市 として
始 まったのは歴史的にみて,そ う古い ことで
はなく,1746年に4人 の ミュルーズの若者が
工場 を起 こし,それが急激な発展 を遂 げた こ
とに由来すると言われている。 しかもライン
川の水質が良かったこと,スイスの金融都市
バーゼルに近かったことなどもこの地の発展
に有利な条件であった。
(1)18世紀後半～1800年
1800年頃まで ミュルーズには一軒 もデザイ
ンのア トリエがなかったと言われている。当
時は,イ ン ドのモチーフが流行していたため,
その模倣を行 っていたのだが,や がて捺染業
者のHenriDOLLFUSが花な どを描 くデザ
イナーを採用 し始めア トリエを開いた。捺染
業者 は,そ の後流行のデザインが中国やペル
シアの様式に変わったため,そ れらの様式 と
特に花のためのデザインに力を入れ,こ のジ
ャンルを専門的に深めていった1)。
(2)1830,40,50年代
1830年頃 になって,綿 製 品のためのデザ イ
ンが大変重 要 な ものだ と認識 され るようにな
り,各 々 の捺 染業者 はア トリエ を もち,1850
年頃 には ミュルー ズは フランス中に染 色の都
市 として名声 を轟 かせた。 ミュルーズのデザ
インが優 れて いる と言 う理 由か らイギ リス,
ドイ ツ,オ ース トリア,ロ シア,ア メ リカ な
どから,さ らに国内の絹織物の産地 リヨンか
らもミュルーズへ注文が集 まるほどであった。
また,1855年のロンドン万博,1867年のパ リ
万博の染色部門では常 にミュルーズの製品は
第一位で,こ の時期は ミュルーズの最も盛ん
な時代であった。
(3)1860,70年代
この時期は ミュルーズの製品の中に,日 本
的な図案を持つものが現れた時である。1854
年の日本の開国後,ミ ュルーズの捺染業者は
日本を輸出市場の一つ として考え,日本人の
好みを考慮 した図案の綿布やモスリンを生産
した。1863年にはティエ リー,ミ ィーグ会社
が日本へ向けてモス リンを輸出していた記録
があることや2),当時の貿易構造が 日本から
は生糸やお茶 といった半製品を輸入 し,日本
へ は綿布や毛織物 を輸出 していたことなどか
らも,こ うした製品は日本への輸出用であっ
たものと思われる。 しか も,経済的背景 とし
て,当 時のイギリスとの貿易競争が激しくな
るにつれ,ミ ュルーズの製品は次々 と海外市
場か ら締め出され販路 を失いつつあった。
その後,ミ ュルーズは1870年の普仏戦争の
敗北によって ドイツの領土 となる。デザイン
のア トリエは約18軒残 った ものの,捺 染産業
はしだいに衰え,か ろうじて家具や室内装飾
用の製品の生産が続けられた。
2.目 本様式の捺染品 とアジア との交流 につ
いて
現在 ミュルーズ染色美術館で見ることので
きる日本的な捺染品 と下絵は,1860～1870年
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代にかけて ミュルーズのデザイナー,シ ョー
ンノブ3),ショウブ4),フレイ5),シュバルベ
ル グ6)らによって寄贈された ものである。 こ
れ らのデザインは大 きく三つの種類に分類す
ることがで きる。
① 全 く日本の伝統的な文様を模倣 したもの
② 日本 と西洋の図案の混合様式の もの
③ 日本への誤解から生まれた,日 本にも存
在 しないような奇妙な文様のもの
特 に①の ものには赤いモスリンの ものが多
く,当時の明治時代の着物の下着 としてモス
リンが多 く使用 されていたことを考え併せる
と,それ らがミュルーズ製であった可能性 も
高いだろう。
これ らの図案の出所については,シ ョーン
ノブの寄贈品の中に広重,英 泉,芳 瀧,歌 麿
の浮世絵,北 斎漫画の表紙,日 本美術を扱っ
ていたH.デ ィー トランの広告があることな
どから,彼 らが日本の文様 を知 りえたもの と
思われる。 しかし,1838年には既にナ ンシー
のセザー氏がバタビア経由で入手 した日本 と
中国の美術品が ミュルーズの産業協会に寄贈
されており,早 くか らミュルーズには,日本
の美術 について知 っていた人物 が幾人かい
たη。 また,ミ ュルーズは染料,蚕 といった
分野においてもアジアと早 くか ら交流があっ
た。 ミュ ル ー ズ で は特 に"Levertde
Chine"という染料の秘密を探 して,リ ヨン
の商工会議所 とともに,1850年代にはこの染
料 の見本 を中国から取 り寄せ,研 究分析 し,
その解明に全力を注いでいた。
日本の開国以降は日本か らの情報 も増え,
1865年には日本の蚕 「やままい」 について,
1880年には日本の海藻の用途について,1893
年には日本の 「ポンソー赤」の作 り方につい
て,と いった項 目でミュルーズの産業協会 に
報告が寄せ られていた8)。
3.ま とめ
19世紀 後半 の ミュルーズの捺染 品の 中に 日
本の様 式 を持 つ ものが現れた ことにつ いて,
ミュルー ズのデザイナーた ちは 日本の図案 に
対す る美的発見 か ら生産 を始 めたので はな く,
日本 を輸 出市場 として考 え、 日本 の図案 にな
らって制 作 を していた こ とが わか った。 その
た め現存 する下絵 と捺染品 の多 くは,日 本 の
図案 の全 くの模倣 と日本への空想 のデザ イ ン
が多 く,洗 練 された もの とは言 い難か った。
これ はや は り産 業第一主義 に走 ったた め,デ
ザ イナー が 日本の図案 を丁寧 に分 析す る余裕
が なか った ことを示す ものだ と言 えよ う。 開
国以 降拡 が った 日本美術 は,ヨ ー ロッパ の美
術界 に大 きな影響 を与 えたが,1880年代 ころ
は 日本の美術 品 に対す る認識が変 化 しだ した
頃 だ った。 日本の美術の模倣 が もた ら したジ
ャポネズ リーに対 す る反動 はや がて ジャポニ
スム を生 む ことにな るが,そ こに至 る までに
は,ま ず模倣 に よって ある程度 の 日本美術 の
知識 が必要 であ った。 そして,こ の ミュル ー
ズにお ける模倣 は,単 な る模倣 で は終わ らず,
その後 リヨンにおいて見 られ る染織 品 に影響
を与 えて い くことになる。
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